
学校番号 1206 

令和３年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高校生の美術１」 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、感じ取ったこ

と・目的や機能から考える「映像メディア表現」と「鑑賞」の分野について学習する。 

 表現形式の特性や形体・色彩などについて着目して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めてい

き、違った見方を「鑑賞」で共有し深めていく。 

 

２ 学習の到達目標 

 美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

美術における基礎的な能力を養い、「表現」することの土台づくりをするうえで、美術への関心

や理解を高めることを目標とする。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心をもち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

完成や創造力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身につけ、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、その良

さや美しさを創造的

に味わっている。 

 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

ワークシート 

制作途中の作品 

作品 

作品 ワークシート 

鑑賞の記録 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

手
の
ス
ケ
ッ
チ 

・基本的なデッサンの描
画法を身につける。 

・着色について基礎知識
を身につける。 

○ ○ ○  

a:モデルに対して素直に接

し、表現の工夫をしようとす

る 意欲がある。 

b:対象や自己の内面を見つ

め、デッサンの特性を生かし、

形体や構成などを工夫して表

現の構想を練っている。 

c:表現したいことを伝える 

ための素描の技能を身に付け

ている。  

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 

１
学
期 

色
彩
構
成 

色についての基本的要
素を学び（三原色の知識
など）、自分が感じる「熱
い・冷たい」色グループ
に分け着色する。 

○ ○ ○ ○ 

a:色についての知識を知り、

自己の生活に関わる色から、

色彩の特性を理解し興味を持

つ。 

b:自分の感じる色の特性を生

かし、自己表現としての色彩

の関わりを知る。 

c:混色方法、美しいアクリル

絵の具の彩色方法を表現して

いるか。 

d:合評。他者の作品から色の

理解について知る。 

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 

１
学
期 

立
方
体
レ
タ
リ
ン
グ
＆
デ
ッ
サ
ン 

 

・基本的なレタリング方法

を身につける。 

・立方体に展開図を描き

立体にする方法を学ぶ。 

・レタリングされた立方体

を見て、デッサンする。

（デッサンの応用編） 

 
○ ○ ○ ○ 

a:立方体の各面にレタリング

し、立方体に組み立て、その

立方体をデッサンするという

３要素を含む作品に意欲的に

取り組めている。 

b:立方体になる想定で、レタ

リングを発展的に構成できて

いるか。 

c:デッサンの応用編。 

立方体の面に沿ってレイアウ

トされたレタリングをデッサ

ンできている。 

d:合評。他者の作品を鑑賞し、

アイデアや技術を学ぶ。また、

言葉として意見・表現ができ

ている。 

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 



２
学
期 

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン 

エコバックにオリジナ

ルマーク・キャラクター

を印刷する。自己のデザ

イン力を引き出し、ワン

ポイントとして魅力あ

る作品づくりを目指す。 

○ ○ ○ ○ 

a:布に版画するということ

で、日常的に使用できる作品

に取り組むことに興味関心を

持ち、意欲的に制作できてい

る。 

b:自己表現としてのキャラク

ターやマークの制作で個性を

表現する。 

c:的確なカッターワーク、丁

寧は版画工程がこなせてい

る。 

d: 合評。自己のデザインの意

図について発表し他者のデザ

インから学ぶ。 

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 

２
学
期 

ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト 

写真から３色の色を使
った色分解によるイラ
ストの制作。色彩構成の
応用編。 

 

○ ○ ○ ○ 

a:色彩構成の応用編である。

写真のコントラストを利用し

た色分解で意欲的に制作でき

ている。 

b:写真をイラスト化していく

工程で、明度を分解し、色彩

の特性を生かした３色を効果

的に構成している。 

c:色見本通りに混色ができ丁

寧な着色表現ができている。 

d: 合評。他者のデザインにつ

いて意見を述べる。 

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 

２
学
期 

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド 

ト 平面の展開図をもとに
紙をカッターで切りこ
み、織り込んで立体に表
現するカードの制作を
する。 

○ ○ ○  

a:立体に表現するための展開

図を工夫し、意欲を持って取

り組んでいる。 

b:基本の展開図からオリジナ

ル発想を導き出す。 

c:製図・カッターワークが丁

寧に行われている。 

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 

３
学
期 

時
計
の
彫
刻 

ト シナ材の板を使って木
彫に取り組み、クオーツ
を取り付けて時計とし
て完成させる。工具の扱
い方、彫刻の技法を取得
する。 

○ ○ ○  

a:彫刻の表現を知り、意欲的

に作業を行う工程を学ぶ。 

b:時計の機能を考え個性的な

デザイン・造形を表現ができ

ている。 

c:彫刻の技術を駆使し、着色

の美しさ、綺麗な仕上げがで

きている。 

・学習活動の

様子 

・制作の様子 

・作品点 

・ワークシート 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力  

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 ※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


